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鹿子木　桂鹿子木　桂
かこきかこき かつらかつら

2024年4月より長崎医療セン
ター泌尿器科に赴任いたしまし
た鹿子木 桂（かこき かつら）と
申します。長崎大学卒業後、長崎
大学病院泌尿器科・腎移植外
科に入局し、2017年に長崎医療
センターに初めて赴任いたしまし
た。2019年に市立大村市民病
院に移動し、この度2回目の勤務
となります。
研修医時代から比較するのみ

ならず、ここ数年で泌尿器癌の
分野でも他の癌腫と同様に治療
法が日進月歩となっております。手術療法としては当
院でも2023年から前立腺癌の手術にロボット（da 
Vinci）が導入されました。また、薬物療法では前立
腺癌・腎癌・膀胱癌で次々と新規薬剤が保険適応
となっております。日々最新の知見が発表される中、
最新の知見に遅れず、かつ、一人一人の患者さんに
最適な治療を可能な限り安全に施行し、患者さんの
生活や考え、人生観も含めた希望に沿った満足度の
高い治療を行いたいと思っております。
また、排尿障害領域でも患者さんの生活の質を上
げるべく、生活指導や薬物療法を行っております。な
かなか相談・受診しにくい症状ですが、女性医師と
いう特性を生かし、患者さんの悩みを解決する手助
けになるよう診療できればと思っております。

最後に、心の余裕をもって診療するために、趣味も
大事にしたいと思っております。クラッシックが好きな
のですが、今“長崎OMURA室内合奏団（NOCE）”
が頑張っておられ、生演奏を定期的に聞くことが出
来、うれしい限りです。機会がありましたら皆様もぜひ
足をお運びください。

泌尿器科医長泌尿器科医長

Vol.2 河野 陽子さん

プロフェッショナルプロフェッショナル
を紹介します！！

当院事務職から一念発起して、看護師に転身、さらに
は診療看護師（JNP）にステップアップして当院に戻っ
てきた河野陽子さん。今後の活動目標等について伺い
ました。

管理課の共済係として事務業務を担っていた時期に私自身が交通事故に遭い、長崎医療センターに搬送
されました。医師や看護師スタッフの方々の迅速な対応の中での声掛けなどに、不安や恐怖心も軽減され、
私自身も患者さんの思いに寄り添えるような看護師になりたいと思ったことがきっかけでした。

事務職から看護師に転身したきっかけは何ですか？Q
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看護師として患者さんと関わる中で、病状が悪化してからの受診で入退院を繰り返す患者さんや病棟での
急変対応、ACP（アドバンス・ケア・プランニング：本人による意思決定を支援すること）、地域医療との
継続した連携の難しさなどの経験を通じて、患者さんや家族の治療後の生活を見据えた質の高い支援や
看護の向上に貢献したいという思いが強くなってきました。

診療看護師（JNP）を目指したきっかけも教えてください。

東京でNP教育課程（大学院）を修了し、今年度４月に復職いたしました。これからの２年間は、JNP研修生
として実地研修期間となります。JNPとして知識・技術・態度をさらに磨く予定です。現在は、救命救急
センターで半年間研修をさせていただいています。人工呼吸器をつけている患者さんの検査移送や処置の
介助に関わったり、救急外来では、搬送されてくる患者さんの身体診察を通して医師の思考過程や必要な
検査や治療について検討しています。また、カンファレンスやRST・NSTラウンドに参加し、チーム医療の
あり方についても学んでいます。

現在の仕事内容を教えてください！

看護師としての成長も忘れず、医学的な知識をさらに向上させ、JNPとして、タイムリーなケアを提供できるよ
うになりたいと考えています。また、患者さんの“その人らしく”を尊重した関わりができるよう、多職種の皆さ
んと連携のあり方を学んでいきたいと思います。JNPを目指した頃の思いを忘れず、自分自身が描いた目標
像に少しでも近づけるように“私らしく”引き続き頑張っていきたいと思います。

今後の抱負を教えてください。
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